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1. 序 論 

何事においても仕事の処理時間は短い方がよく、計算

機の処理は常に高速なものが求められている。高速化の

手段の１つとして複数のプロセッサを用いることによ

る並列処理があげられる。しかし、複数のプロセッサを

持つ並列計算機は非常に高価であるために容易に利用

することができない。そこで複数の計算機をネットワー

クで繋ぎ仮想的並列計算機とすることで安価で並列処

理が可能となる。 
本研究では MPI(Message Passing Interface)を用い

たMPICH2というソフトウェアを使用しwavファイル

から mp3 ファイルへの変換においてどれ程の時間短縮

ができたのかを検証する。 

2. 研究内容 
MPI とは並列計算を利用するための標準化された規

格である。複数の CPU が情報をバイト列からなるメッ

セージとして送受信することで協調動作を行えるよう

にする。自由に使用できる実装としては MPICH などが

ある。ライブラリレベルでの並列化であるため、言語を

問わず利用でき、プログラマが細密なチューニングを行

えるというメリットがある。 
1) 本研究では性能の異なった４台のＰＣに性能の

高いものから順に、予め分割しておいた wav ファ

イルをサイズの大きなものから振り分け mp3 フ

ァイルに変換し、別に用意した性能の良い１台の

PC で分割する前のファイルの変換を行った場合

との処理時間の違いを検証する。 
2) 次に４台の PC に均等のサイズのファイルを振り

分け変換を行った場合と、先ほどのスペックごと

にファイルサイズを変更して分割し変換を行っ

た場合の処理時間の違いを検証する。 
変換を行う際に予め分割した wav ファイルのサイズ

は約 100MＢと 300MＢと 150MB である。研究に使用

したＰＣの詳細は表１にまとめる。 
 

表 1. 開発環境 

 

3. 結果・考察 

 
表２.処理時間 

 
 
表２に今回の処理の実行結果を示す。処理時間の決定

には誤差の無いように全ての処理をそれぞれ 10 回ずつ

行いその平均の数値を採用している。 
Murayoshi,Hokazono,Kanehisa,Magichan2 はそれ

ぞれホスト１台で600MBのファイルを変換した結果と、

４台で分割したファイルを処理した結果を表しており、

FM は１台で変換した結果を表している。 
低スペックの PC４台でそれぞれに適したサイズのフ

ァイルを振り分けて変換を行った方が高スペックの PC
１台で変換を行うよりも短い処理時間で変換できてお

り、低スペックの PC に均等のサイズのファイルを振り

分けて変換を行ったものと比較しても同様の結果を得

ることができた。 

4. 結 論 

Wav ファイルを mp3 ファイルに変換する場合は並列

処理を行うことで処理時間を短縮することが可能であ

る事がわかった。さらに、高スペックの PC と低スペッ

クのPCでそれぞれ処理するファイルのサイズを変更し

た方が更なる処理時間の短縮に繋がる事が、そして低ス

ペックの PC でも並列処理を行えば高スペックの PC１

台の処理速度よりも早くなることがわかった。 
本研究ではファイルを分割してそれぞれのPCに適し

たサイズのファイルを振り分ける動作と、処理後に圧縮

されたファイルを結合する動作の処理時間を含めてい

ない為、この点を考慮して実験を行うことが今後の課題

である。 
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